
 

 

第 14 回ＭＯＳＳサミット 
日時：2023 年 12 月 21 日(木) 14:00～16:00 

生徒代表 生徒会長（2 年） 副会長（2 年） 副会長（2 年） 
中央委員（1 年） 中央委員(1 年） 中央委員（2 年） 

父母代表 PTA 会長 副会長 ３学年委員長 
２学年委員長 １学年委員長 広報委員長 

教職員代表 校長 教頭 生徒支援部長 
司 会 生徒（3 年） 保護者 生徒会顧問 
助言者 桐村 豪文（弘前大学） 柴崎 剛吉（弘前大学） 若松 大輔（弘前大学） 

 

 

協議題  

①ソックスや頭髪に関する校則について 
②スマートフォンの行事での使用について 
 今回は 2 年ぶりのモスサミットとなりました。協議題は Classi で全ての生徒・保護者・教員からアンケートで募集
し、その結果をもとに事務局（生徒会・ＰＴＡ・教員の代表）で話し合い決定しました。その結果、１ソックスや頭
髪に関する校則と、２スマートフォンの行事での使用について話し合うことになりました。いずれも生徒側から出さ
れた要望です。特に「ソックスや頭髪」については、ジェンダーの視点についても触れることが確認されました。 
 
①ソックスや頭髪に関する校則について 
生徒：校則で女子のソックスの色は白とすると限定とされていることについて 60％の人が疑問を感じている。男子
は黒が可能なのに女子がダメなのはなぜか。白はすぐ汚れる。男子の頭髪等の校則が曖昧。髪の毛を伸ばしたい人も
いるのではないか。校則では女子の髪の装飾品はヘアピン、ゴム紐、リボン以外の装飾品は禁止、色は黒紺茶白の無
地とするとなっているが、シュシュなどをつけてきている人もいる。リボンの校則は時代に合わない。華美でないも
のならそういうもの（シュシュなど）も認めてもいいのではないか。 
保護者：黒のソックスでもいいと思う。他校だとＯＫであると聞いた。 
教員：清潔感があるのはとてもいい事だと思う。ただ、清潔感と言うと本人と周囲とでイメージが違うのでそういう
のでは少し話し合いというかルールが必要なのかなって思いう。長髪とかになると生徒同士でも色々感じる事がある
から、そこが理解されればいいかなと思う。それを一概に短髪って言うので抑えておくのはどうかと思うけど、むし
ろ清潔感って言うルールが非常に重くなるのかなと感じる。 
 
②スマートフォンの行事での使用について 
生徒：現在はスマートフォンの行事での使用を許可されていない。そのことについて生徒側に、アンケートをとった
ところ、許可をしてほしいという声が 87%あった。・・行事で写真や動画をとって思い出にのこしたい。行事で仕事
を割り振られている生徒が連絡手段でつかいたい。・・写真を残すことで思い出に残すことができるし、社会人にな
ったとき思い出せる。 



 

 

教員：今年の 4 月から今の時点で携帯電話の違反者がもう 20 名ぐらいいるのが現状。しかも、授業中に使った生徒
も何名かいる。これがこの（行事の）期間は
携帯電話の扱いが緩くなるわけですよね。ち
ょっと心配だなと思う。 
保護者：私は反対です。便利な機械ほどリス
クは高くなります。そのリスクを分かって使
っているのか、そこを大人でも管理できてい
ないのに、今のスマホを使っている社会、未
成熟な高校生が管理できるとは思えない。 
生徒：確かに私たち生徒は未熟だし、成人で
もないし、先生方より人生経験も少ないし、
リスクが先生方より高いのは重々承知してい
ます。でも、SNS に上げるのを心配している
のであれば、学校側が生徒会などと協力して
写真、動画の提供をしてほしいです。 


